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では、気候変動に関する取組みは、サステナビリティ委員会や

サステナビリティ委員会傘下のタスクフォースを中心に推進していま

す。サステナビリティ委員会では、代表取締役を委員長とし、チーフ

オフィサーで気候変動を主要テーマとした中長期的な企業戦略の策定、

サステナビリティ施策の実行管理状況についての討議を年２回程度開

催することとしています。また、社内取締役１名をサステナビリティ

推進担当役員として任命しております。

取締役会は、サステナビリティ委員会の監督を行い、目標に対する

進捗状況をモニタリングすることとしています。サステナビリティ委

員会にて討議された気候変動に関するリスクや機会とその評価や対応

策、各種目標と目標に対する進捗状況などは、年２回程度取締役会に

報告され、経営方針や事業計画を策定するにあたり考慮しています。

一方で、各事業部メンバーが参加するサステナビリティ委員会傘下

のタスクフォースにおいてサステナビリティ推進に向けた実務面の対

応および必要な活動を実施し、サステナビリティ委員会あるいは取締

役会で決定した重点領域に基づくサステナビリティ施策を推進・管理

し、サステナビリティ委員会へ報告することとしています。
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は、気候変動やそれに伴う各国の施策などの影響を少なからず受ける可能性が高いため、シナリオ分析を実施し、明確化されたリスク・

機会に対し、対応策を検討いたしました。シナリオ分析では、全チーフオフィサーおよびサステナビリティ・タスクフォースメンバーを中心に取

締役会や各事業部門と連携して実施いたしました。

分析は、国内アイウエア事業（商品開発部門、流通・調達部門、店舗オペレーション部門が関与）を対象に、当事業が位置・関与する地域の特

性を踏まえて、 ℃シナリオ、 ℃シナリオの つの温度帯ごとに、当社事業に影響を与える可能性のあるリスク・機会を特定したうえで、

一部項目については 年における財務影響を含め検討いたしました。検討に際して前提としたそれぞれの温度帯の世界観、及び参照シナリオ

は以下の通りです。

複数シナリオ下における、リスクを最小化し、機会を最大化していくためにも、今回検討した対応策は、全社戦略に反映するとともに、各事業

部門の事業計画に落とし込み気候変動に伴うリスクの軽減と機会の拡大を図り、経営のレジリエンス強化に努めてまいります。

特に発生までの期間が短く、かつインパクトの大きいリスク 機会に関しては、優先事項とし、財務的な手当ても含め、気候変動への配慮、自

然資源への循環への取組みなどの施策を講じてまいります。今後の、定量分析結果の開示範囲の拡大・精緻化を推進していくとともに、社会の動

向に応じ、シナリオ分析の定期的な見直しを行ってまいります。
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気候変動に関するリスクについては、シナリオ毎の世界観や法令等に基づき、顕在化しているリスク及び将来の発生が予測されるリスクの財務

面に与える影響や影響範囲についてサステナビリティ委員会を通じて評価しております。

気候変動に関するリスク・機会は、サステナビリティ委員会において、移行リスク（政策、評判、技術、市場）、物理リスク（急性、慢性）、

機会（製品及びサービス、市場、エネルギー源、資源効率、レジリエンス）に識別し、財務的影響の確立、大きさ、及び発生時期を考慮し 、対

応（緩和、移転、統制、受容等）の優先度と計画を決めております。この識別・評価プロセスは、サステナビリティ委員会において定期的に見直

しを行っていくこととしております。

気候変動に関するリスク・機会の管理プロセスは、全社の プロセスに統合していく予定であり、気候変動に関するリスク・機会の評価結

果は、ガバナンス統括委員会に報告され、ガバナンス統括委員会による監督を受けるプロセスを確立してまいります。

大分類 中分類
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は、 年カーボンニュートラルを目標に掲げ、日本国内のバリューチェーン全体における温室効果ガス（ ）を 年までに ％

（ 年比 ）、国内店舗の約半数の再生可能エネルギー率を 年までに ％、廃棄物の削減目標において、 年までに本社

の廃棄物 ％（ 年 月期比）削減、 店舗当たりの運営廃棄物 ％削減（ 年 月期比）店舗改装に伴う什器等の再利用率 ％を目指す

目標を設定いたしました。特に、アイウエア事業では、 年までに、販売アイウエアの ％をサステナブル素材に、デモレンズのリサイクル

率 ％とする目標を掲げ、毎年進捗を確認しながら着実に取り組みを推進してまいります。

目標達成のために気候変動に起因する機会に対して、優先的に経営資源を配分する等、積極的に取り組んでおり、機会がもたらす財務的インパ

クトを算出しております。

なお、過去の 排出量や、各種指標に関するデータは以下の通りです。
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